
回数・開催日 プログラム

第 18 回
2013年（H25）

12/7・8

1日目

2日目

教育講演
（医療安全研修会）
要望演題 1
要望演題 2
メインテーマ
特別講演

トークセッション
シンポジウム

最近の医療訴訟の傾向と対策 ～診療所の法的リスクマネジメント～
　講師：棚瀬法律事務所代表弁護士　棚瀬慎治
地域における多職種連携
糖尿病に関わる複数科連携
宇宙医学の社会への還元
宇宙と健康 －安全な暮らしを支える宇宙開発－
　講師：JAXA宇宙飛行士／宇宙医学研究センター長　向井千秋
有人宇宙飛行　黎明期に活動した二人の医師と宇宙飛行士が語る
宇宙医学と健康長寿

第 19 回
2014年（H26）

9/13・14

1日目

2日目

教育講演

要望演題
映画上映
特別講演

シンポジウム

新型骨粗しょう症の恐怖 －生活習慣病は要注意－
　講師：東京慈恵会医科大学整形外科学講座准教授　斎藤充
小児医療に関する最近の話題

「最高の人生の見つけ方」
人生の最期を穏やかに過ごすために
　講師：めぐみ在宅クリニック院長　小澤竹俊
今日からできる認知症の予防

第 20 回
2015年（H27）

9/12・13

1日目

2日目

教育講演

要望演題
映画上映
特別講演

シンポジウム

専門医としての総合診療医～専門医制度とかかりつけ医の役割～
　講師：一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会理事長　丸山泉
難病・がん患者に対する新たな治療・療養の支援

「エンディングノート」
和食と健康
　講師：静岡文化芸術大学学長　熊倉功夫
脳卒中の予防と治療

第 21 回
2016年（H28）

9/10・11

1日目

2日目

教育講演

要望演題
映画上映
シンポジウム

診療関連死と監察医制度
　講師：東京都監察医務院院長　福永龍繁
癌の予防・早期発見・治療・リハビリ・終末期

「ペコロスの母に会いに行く」
認知症を地域が支える，みんなで支える
基調講演 ｢ 認知症とともに生きる社会に向けて」
　講師：東京都健康長寿医療センター研究所研究部長　粟田主一
対談講演 ｢ 認知症とともに、よりよく生きる」
　講師：認知症とともに歩む本人の会代表　佐藤雅彦

第 22 回
2017年（H29）

9/2・3

1日目

2日目

教育講演

要望演題
映画上映
特別講演

シンポジウム

認知症高齢者をめぐる諸問題
　講師：東京都健康長寿医療センター研究所研究部長　粟田主一
認知症の現状と課題～診断・対策・ケア～

「徘徊 ママリン 87 歳の夏」
健康長寿の秘訣：最近の考え方
　講師：東京都健康長寿医療センター研究所副所長　新開省二
元気な高齢者を目指して！フレイルって何ですか？
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板橋区医師会　副会長

齋藤　英治

医療体制の整備

災 害 対 策

　災害時の医療救護活動については、板橋
区との協定書により規定されています。過
去にさかのぼると、平成 8年に「災害時の
医療救護活動についての協定書」が締結さ
れていますが、地域防災計画の中で、指定
避難所である小中学校に医療救護所を設置
することが記載され、この計画に基づき医
療救護活動を実施することとなっていま
した。
　その後、平成 23 年 3 月 11 日の東日本大
震災発生後の災害医療活動を検証してみる
と、医療救護所は発災後しばらく時間が
経った時期に活躍するものの、発災直後は
被災した住民は病院を目指してしまい、医
療救護所に集まらないことがわかりまし
た。これを踏まえ、平成 24 年 11 月東京都
は地域防災計画を見直し改訂したことに合
わせ、板橋区でも防災計画が改訂されまし
た。
　板橋区を含む区西北部の被害想定とし
て、東京湾北部地震M7.3・冬 18 時・風
速 8mの条件で発災した場合には、負傷者
10,709 人のうち重症者 1,088 人、死者 413
人で、板橋区内では、負傷者 2,657 人うち
重症者 226 人、死者 81 人の想定となって

います。区内には 4ヵ所の災害拠点病院と
11 ヵ所の災害拠点連携病院があり、この
病院に緊急医療救護所を発災後 72 時間開
設することになっています。平成 26 年 7
月に板橋区医師会と板橋区との間で、「災
害時の医療救護活動についての協定書」が
新たに交わされました。この中では板橋区
内で震度 6弱以上の地震が発生した場合に
は、板橋区からの派遣要請がない状態で
あっても、医師を救護所に派遣することと
なっています。板橋区は各災害拠点病院、
災害拠点連携病院と「緊急医療救護所の開
設に関する協定書」を締結し、緊急医療救
護所のテントや医療資材を配置することと
なっています。医師会では、現時点で各緊
急医療救護所に集まる会員の先生方のリス
トを作成し、「災害時　緊急医療救護所活
動計画」を策定しています。しかし、板橋
区が用意するテントの大きさからすると、
この中で医療救護活動ができるのかが問題
となっており、あらゆる天候などの条件下
での救護活動を想定し、またそれぞれの病
院の状況に合わせての救護所の設置計画が
必要であり、今後も板橋区との具体的な協
議を重ねていく所存です。
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災害拠点病院
帝京大学病院
日本大学板橋病院
東京都保健医療公社豊島病院
東京都健康長寿医療センター

災害拠点連携病院
愛誠病院
小豆沢病院
板橋区医師会病院
板橋中央総合病院
金子病院
北村整形外科病院
小林病院
高島平中央総合病院
常盤台外科病院
舟渡病院
安田病院

荒川

安田病院

小林病院

北村整形外科病院

舟渡病院

金子病院

常盤台外科病院

小豆沢病院

板橋中央
総合病院

日大板橋病院
板橋保健所

医師会館 帝京大学病院

健康長寿
医療センター

和光市

練馬区

戸田市

板橋区

川口市

北区

豊島区

災害拠点中核病院

災害拠点病院

災害拠点連携病院

下板橋
大山

中板橋

羽
赤

板橋本町

西高島平

高松

東武練馬 東武東上線

都営三田線

JR埼京線

下赤塚

成増

北池袋

板橋

新板橋

豊島病院

板橋区
医師会病院

板橋区役所
板橋区役所

板橋保健所

医師会館　

緊急医療救護所設置場所

愛誠病院

高島平中央
総合病院

上板橋

ときわ台

志村坂上

緊急医療救護所配置図（出典　東京都医師会発刊「元気がいいね」84号）

帝京大学医学部附属病院
　災害訓練の様子
　（平成28年9月24日実施）
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板橋区医師会病院　院長

泉　　裕之

東日本大震災での医療支援

災 害 対 策

　平成23年 3月 11日に東日本全体が大きな
震災に見舞われました。板橋区医師会病院
にも大きな揺れがあり、エレベータの停止、
ガス管の破損などの被害がありましたが、
職員一同が患者さんの安全のために協力し、
対処し大事に至りませんでした。しかしな
がら、被災地では地震に続く津波、さらに
は原子力発電所の事故が重なり、かつて日
本が経験したことがないような被害があり
ました。このような状況の中、医療支援は
大変に重要であると認識し、私たちも支援
に参加する意思表示をしておりました。
　4月 6日に全日本病院協会の役員から小児
科医として 4月 7日～ 10日、相馬市での医
療支援を打診されました。当院は、同協会に
は加盟しておりませんが、当時の天木会長に
許可を得た上で参加することになりました。
職員の同行も求められましたが、急であるこ
とと被災地での安全確保に不安があるため、
単独での参加としました。傷みの激しい東北
自動車道を運転し、相馬市に到着した直後
に震度 5強の大きな余震に見舞われました。
不安な中で深夜に白鬚橋病院チームに合流
しました。私を含め、医師2名、看護師2名、
事務 3名の編成で活動しました。テレビな

どを通じて被災状況をみていたものの、実
際に被害状況を目の当たりにし、自然の脅
威を改めて噛み締めました。診療現場では、
多くが高齢者であり、上気道炎や便秘、ア
レルギー性鼻炎などが目立ちました。また、
高血圧、糖尿病、悪性疾患などの薬剤の相
談が多くみられました。
　引き続き、東京都医師会からの要請で4月
29日～ 5月 4日に気仙沼での医療支援に参
加しました。この際は、医師1名、看護師2
名、事務担当1名（放射線科、徳本科長代理）
のチームで参加しました。私たちは唐桑半
島を担当し、徳本科長代理の運転する自動
車で 2か所の救護所および近隣の避難所や
老健施設、障害者施設などを巡回しました。
受診者数はそれほど多くありませんが、高血
圧など慢性疾患の管理や不眠のため抗不安
薬や睡眠導入剤の処方などが主でした。実
際のところ、急性期を過ぎ、医療需要は大
きくなかったようですが、医療従事者が寄
り添うことが重要であると再認識しました。
　今後、東京では直下型地震の心配もあり
ます。これらの経験を生かし、医師会病院
での災害対策を進めていきます。

医
師
会
の
主
な
活
動

板橋区医師会70周年記念誌　― 近年20年史（1997～2017）―　 　79



災害拠点病院
帝京大学病院
日本大学板橋病院
東京都保健医療公社豊島病院
東京都健康長寿医療センター

災害拠点連携病院
愛誠病院
小豆沢病院
板橋区医師会病院
板橋中央総合病院
金子病院
北村整形外科病院
小林病院
高島平中央総合病院
常盤台外科病院
舟渡病院
安田病院

荒川

安田病院

小林病院

北村整形外科病院

舟渡病院

金子病院

常盤台外科病院

小豆沢病院

板橋中央
総合病院

日大板橋病院
板橋保健所

医師会館 帝京大学病院

健康長寿
医療センター

和光市

練馬区

戸田市

板橋区

川口市

北区

豊島区

災害拠点中核病院

災害拠点病院

災害拠点連携病院

下板橋
大山

中板橋

羽
赤

板橋本町

西高島平

高松

東武練馬 東武東上線

都営三田線

JR埼京線

下赤塚

成増

北池袋

板橋

新板橋

豊島病院

板橋区
医師会病院

板橋区役所
板橋区役所

板橋保健所

医師会館　

緊急医療救護所設置場所

愛誠病院

高島平中央
総合病院

上板橋

ときわ台

志村坂上

緊急医療救護所配置図（出典　東京都医師会発刊「元気がいいね」84号）

帝京大学医学部附属病院
　災害訓練の様子
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